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夏期講習 体験授業は TEL 075-741-6300 まで！
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夏休みに実践したい
成績を上げる生活習慣

カジきたラボのノート名人チャンネル
学びの悩みを解決したい！

お役に立てることはありませんか？
学びに関するスタッフコラム

学びの悩みを解決したい！
お役に立てることはありませんか？
学びに関するスタッフコラム

ノートの使い方を見直すことで、成績アップや勉強の習慣化が続出中！
その一部をご紹介する、「カジきたラボのノート名人」のコーナー。

教室前には、この他にもたくさん掲出しています。是非一度見に来てください！

ノートの使い方を見直すことで、成績アップや勉強の習慣化が続出中！
その一部をご紹介する、「カジきたラボのノート名人」のコーナー。

教室前には、この他にもたくさん掲出しています。是非一度見に来てください！
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お出かけスポットご紹介
漢検 漢字ミュージアム (祇園 )
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・中３英語　１９点アップ
・中１ ５教科平均　８５点

これらは一例で、他にも点数アップの報告が出ています！

   第２回定期テスト
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　漢検・漢字ミュージアムは八坂神
社の目の前にある漢字をテーマにし
たミュージアムです。漢字を面白
い！と思えるような「触れる・学ぶ・
楽しむ」展示がされています。毎年
発表される今年の漢字も「実物」を
見ることができ、その大きさに驚き
ます。また、漢字だけではなく「書く」
ということを取り扱った歴史的な展
示も数多くあります。人が何を使っ

～漢検・漢字ミュージアム～
開館時間：９：３０～１７：００
(１６時半最終入場 月曜休館 )
おすすめ学年：年長以上
＜最寄駅・バス停＞
●京都市営地下鉄 東山 駅
　京阪祇園四条駅・京都市バス「祇園」

POINT
中高生にとっても難解な国語の
文法。小学生にとっては大変難
しい問題です。
文法問題は図式化して書き表す
ことで構造を理解しやすくなり
ます。 カジきたラボでは、大き
く図を書き理解することを大切
と考えています。


